
①名 称：郡里廃寺跡

②所 在 地：徳島県美馬市美馬町字銀杏木・字願勝寺

③指 定 面 積：25,682.58 ㎡

④指 定 年 月 日：昭和 51 年（1976）３月 22 日

⑤追加指定年月日：平成９年（1997）３月６日

平成 18 年（2006）７月 28 日

『史跡郡里廃寺跡保存活用計画書』概要版-１ 美馬市教育委員会

１.保存活用計画策定の目的

史跡郡里廃寺跡（以下、「本史跡」という）は、徳島県美馬市

美馬町字銀杏木・字願勝寺に所在する古代寺院跡です。昭和 42

年（1967）・43 年（1968）に実施された発掘調査によって、７世

紀中期に創建された、法起寺式伽藍配置をとる徳島県最古級の古

代寺院跡であることが明らかとなり、昭和 51 年（1976）３月 22

日に国の史跡に指定されました。

保存活用計画とは、史跡を大切に守り活かし、保存活用事業を

適切に実施するためのルールブックとなるものです。本計画の策

定は、本史跡の持つ価値を適切に保存継承し、史跡を効果的に活

用していくことができるよう、保存管理、活用、整備、運営体制

等の基本方針を示すことを目的とします。

◇ 計画の対象範囲

本計画の主な対象範囲は、当面の間、「史跡指定範囲」とします。

指定地外である寺域南東において、今後史跡に関係する遺構が検

出された場合は、適切な保護措置を講じるとともに追加指定や計

画対象範囲の拡大を含め、本計画の見直しを図ります。

◇ 計画の期間

・本計画の認定後～令和 13 年（2031）３月 31 日までの期間

２. 史跡の概要

◇ 史跡の概要

これまでの発掘調査で金堂跡、塔跡および寺域を限

る土塁状遺構と溝状遺構等が検出されていますが、講

堂跡、南門跡、回廊跡等の存在を示す痕跡は確認され

ていないため、主要伽藍のみを備えた寺院であった可

能性も考えられます。塔跡では、再建を示す遺構が検

出されました。寺院の存続期間や変遷は分かっていま

せんが、瓦の出土状況等から比較的短期間のうちに廃

絶を迎えたと考えられています。

なお、指定地内には樹齢 700 年超とされる樹周約

12ｍの大銀杏（市指定天然記念物）が生育しており、

採乳の神として現在も信仰の対象となっています。

３.史跡の本質的価値と構成要素

◇ 本質的価値

史跡の本質的価値とは、遺跡が土地と一体となって有する我が国の歴史上または学術上の価値のことです。本史跡の

本質的価値は、以下の４点に整理することができます。

◇ 本質的価値を構成する要素

本質的価値を構成する諸要素は、史跡の指定説明に明示されている内容に基づく要素とその後の各種調査成果に基づき、

将来にわたり確実に保存すべきものです。郡里廃寺跡が機能していた時代の遺構 （金堂跡、塔跡、寺域跡等の地下遺構）

や出土遺物（軒丸瓦・平瓦・鴟尾等）が該当します。

４. 大綱・基本方針

◇ 大綱

古代美馬郡の中心地「郡里廃寺跡」の保存と再興を目指して

◇ 基本方針

① 保存管理の基本方針

・指定地内に残る民有地の公有地化を進めるとともに、関係機関とも連携して本史跡の確実な保存管理を行います。

② 活用の基本方針

・市民や来訪者が本史跡の特徴や歴史的価値を理解できるよう、情報発信や様々な活用を積極的に行います。

・本史跡を核として、寺町地区や美馬市の広域の文化遺産とも連携した活用を進めます。

③ 整備の基本方針

・各種調査成果に基づき、郡里廃寺跡の規模や姿、担ってきた役割を伝えるための整備を行います。

・地域住民や来訪者が歴史文化を感じることができ、憩いの場となるような整備を行います。

④ 運営・体制の基本方針

・地域住民や様々な団体とも連携し、史跡の保存管理・活用・整備を適切かつ効果的に行うことができる仕組み作りを

行います。

保存活用計画の対象範囲

（１）基壇が遺存している古代寺院遺跡

（２）法起寺式伽藍配置の形態をとる徳島県最古級の古代寺院遺跡

（３）古代の美馬地方を知るうえで重要な遺跡

（４）他地域とのつながりを示す遺跡

塔跡基壇 塔跡地下式心礎

指定地全景

軒丸瓦
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５. 史跡の保存管理

◇ 方向性

・史跡の本質的価値を後世へ確実に継承していくために、適切な保存を図ります。

・地区区分を行い、地区ごとに設定した保存管理の方法や、現状変更取扱い基準に基づく保存管理を行います。

・今後も各種調査研究を継続的に進め、本史跡の歴史や価値を更に明らかにします。

・寺域と想定される範囲に加え、今後史跡周辺において本史跡に関連する遺構が検出された場合には、適宜追加指定と公

有化を行います。

◇ 地区区分

◇ 方法

地区 定義

Ａ区

史跡指定地内のうち市道と私有地を除く寺域の範囲であ

り、金堂跡、塔跡、土塁状・溝状遺構、窯跡等の本質的

価値が所在する。現況は大半が草地となっており、一部

に高木や電柱等が残る。

Ｂ区

史跡指定地内のうち令和３年度に公有化した範囲であ

り、全域が寺域内に含まれる。現況は墓地と草地になっ

ている。

Ｃ区

史跡指定地内のうち市道の範囲である。現在も生活道路

として地域住民に使用されており、一部は寺域内に含ま

れる。

Ｄ区

史跡指定地内のうち市道と寺域の範囲外であり、現況は

大半が草地となっている。一部に市営住宅、電柱、ブロ

ック塀等が残る。

地区 方法

Ａ区

・遺構面の完全な保全を図るため、地表面に保護盛土を行い適切な保護を行う。

・地表面に遺存する塔跡基壇や礎石は、き損等が生じないよう適切な保護を行う。

・市指定天然記念物である中山路のイチョウの保全を図る。その他の高木は伐採を行う。

・敷地境界構造物や電柱等、史跡に関係のない要素については、関係者と協議のうえ撤去を行う。

Ｂ区 ・高木の伐採を進めていく。

Ｃ区

・市道は地域住民の旧県道と県道 12 号を結ぶ生活道路として使用されているため、当面は市道としての道路

機能を維持するが、車両は通行不可とする。将来的に現市道の代替用地の確保等、指定地外への付替に向け

た条件が整い次第、指定地内の市道の廃道を進める。

Ｄ区 ・敷地境界構造物や電柱等、史跡に関係のない要素については、関係者と協議のうえ撤去を行う。

共通

・史跡の保存活用を目的とした整備を除き、原則として指定地内の現状変更は認めない。

・き損箇所の有無を把握するために行政による定期的な見回りを行うとともに、地域住民やボランティア等の

協力を得ながら除草や清掃等を行うことで、史跡の維持管理を進めていく。

・出土遺物の適切な保存管理を行う。

・今後、史跡と関連する遺構等が確認された場合には、土地所有者等の理解と協力を得たうえで、該当範囲の

追加指定を行うとともに公有化を目指す。

６. 史跡の活用

◇ 方向性

・来訪者が本史跡の持つ価値を理解でき、郡里廃寺跡の歴史や文化財保護に対する意識向上へと繋がる学習の場としての

活用を図ります。

・本史跡の持つ価値や郡里廃寺跡の歴史について、市内の多様な文化財と併せ広く情報発信を行い、地域内外への周知に

努めます。

・郡里廃寺跡をはじめ、周辺の指定等・未指定文化財とも一体的な活用を図ることで、美馬市の歴史文化を学び体感でき

るような魅力ある地域づくりに努めます。

・市民や県内外の来訪者の憩いの場・交流の場となり、多様な文化活動が可能となる場の提供活用を行います。

・学校教育や社会教育と連携し、本史跡に関連する学習の機会の創出や支援に努めます。

・行政だけでなく、地域住民や、郡里交流会等の関係団体とも連携しながら本史跡の活用を進め、本史跡が市を代表する

地域資源となり、市民に親しまれる場所となるように努めます。

◇ 方法

史跡の活用の方向性を実現するため、以下の５点のテーマ設定に基づき、本史跡の活用を進めていきます。以下はその

一例です。

（１）伝える 郡里廃寺跡や周辺文化財、寺町の歴史文化の情報発信

・各遺構の解説板を設置する。

・本史跡のパンフレットを作成し、現地や関係施設等で配架する。

・SNS やホームページ上や県内の関連施設を利用し、史跡を含む寺町全体の定期的な情報発信を進める。

・本史跡に関連する近隣市町等との広域的な連携も行い、積極的な交流を図る。

（２）学ぶ 郡里廃寺跡や周辺文化財、寺町の歴史文化を学べる機会の創出

・シンポジウムや講演会、講座等の開催、広報の配布等を通じて、調査研究成果の情報発信を行う。

・小中学校等との連携を行い、子ども達が史跡を学ぶことのできる機会の創出・支援に努める。

・美馬市立郷土博物館を改修し、当面の間は本史跡のガイダンス施設として活用する。

（３）感じる 史跡の価値と魅力を感じ、楽しむことができる場所づくり

・大学等の研究機関と連携し、考古学、歴史学、地理学等の隣接分野も含めた本史跡の学術調査やその支

援を継続する。

・身近な憩いの場としての活用や、史跡の空間を利用した多様な文化活動の推進を図る。

・整備段階においても、市民を対象とした体験イベント等を実施する等、行政と市民の協働で事業を実施

できるような取組みに努める。

・史跡案内や周辺文化財を巡る見学ツアーやまち歩き等、寺町の歴史文化を感じることができるイベント

の開催や、推奨ルート等の設定を行う。

・寺町に所在する文化財を、来訪者の状況に応じて周遊できるようなネットワークの構築に努める。

・道の駅を寺町周遊の拠点として位置付け、本史跡や郷土博物館との連携強化を図る。

・寺町の文化財や脇町の「うだつの町並み」等を併せて周遊できるよう、公共交通等も活用したアクセス

方法を検討する。

地区区分
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７. 史跡の整備

◇ 方向性

（保存のための整備）

・遺構の保存を確実に行い、本史跡の本質的価値を将来へ確実に保存継承していくことができるような整備を行います。

（活用のための整備）

・来訪者が、本史跡の本質的価値を適切に理解できるよう、各種調査研究の成果に基づく整備を、短期・中期・長期で

段階的に進めていきます。

・史跡の立地上の特徴や、寺院が存在した当時の入口を体感できるよう、史跡南側からの眺望や動線も意識した整備を

行います。

・史跡の保存活用に関係のない要素を撤去する一方、現在の趣ある景観も残しつつ、史跡として相応しい景観の形成を

行います。

・周辺文化財や文化施設との一体的な活用が図れるよう、誘導板の設置等の整備を行います。

・地域の歴史文化を身近に触れ、学び、体感できるような学習の場を創出します。また、来訪者の憩いとふれあいの場・

交流の場となるよう、寺域外では緑地空間を中心とした整備を行います。

（共通）

・将来的に、整備の考え方等は変化していくことも考えられます。整備完了後、各施設の状況や史跡整備の考え方の変

化を踏まえ、必要に応じて再整備等の見直しを図ることで、良好な歴史空間の維持と向上にむけた、進化する整備に

努めます。

◇ 方法

名称 整備の方針

保
存
の
た
め
の
整
備

遺構の保存

・遺構の確実な保存に向け、指定地内に十分な保護盛土を行う。

・寺域の一体的な整備に支障が生ずる樹木や、樹根が遺構面に影響を及ぼして

いる可能性が高い樹木は伐採を行う。（※中山路のイチョウを除く）

保存施設の設置 ・説明板や境界標、囲い等の、保存管理に必要な施設の新設を行う。

公有化と墓地の移転 ・整備に向けた私有地の公有化を進める。

活
用
の
た
め
の
整
備

遺

構

表

現

寺域内 ・寺域内と寺域外で異なる平面表示舗装とし、寺域の明示を図る。

金堂跡 ・平面表示または立体表示を検討する。

塔跡
・土盛に張芝を行う等の方法によって、基壇の立体表示を検討する。

・礎石は、同様の石材で復元表示を検討する。

寺域区画 ・土塁状遺構と溝状遺構の平面表示または立体表示を検討する。

瓦窯跡

（有床式平窯）
・平面表示または立体表示を検討する。

※整備の具体的な方法は、整備基本計画において検討します。

地形造成

・発掘調査に基づき推定される遺構面の地盤高を基に、遺構面と同様の勾配に

合わせた地形面を、盛土により可能な限り復元する。

・盛土により生ずる東端・南端の比高差や、雨水排水への影響も考慮して、適

切な方法を検討する。

雨水排水
・雨水の地表排水は地形に沿ったものとし、流末は許容流下能力等を考慮した

整備方法を検討する。

植栽
・遺構の規模や形態の表現、地表面の侵食防止、指定地境界の明示等を目的と

する場合に限り、地被植物や低木植栽の整備を検討する。

遺構解説板 ・各遺構付近に個別の遺構を解説するサイン板を設置する。

休憩施設 ・来訪者が一時的な休憩をできるベンチを、寺域外に設置する。

広場・動線
・寺域外は芝生舗装で検討する。

・指定地内は自由に散策できるよう自由動線を基本とする。

維持管理設備 ・史跡を適切に維持管理するための、照明施設・給水施設を設置する。

活
用
の
た
め
の
整
備

駐車場 ・史跡周辺に位置する４箇所の駐車場を、来訪者のために開放する。

ガイダンス施設

・美馬市立郷土博物館を改修し、史跡のガイダンス施設として整備する。

・本施設は小規模であり展示機能に限りがあるため、道の駅交流センターを利

用した情報提供も検討する。

・本史跡について楽しく学ぶことができるよう、映像資料やデジタルコンテン

ツ等の整備を行う。

【ガイダンス施設における展示テーマの例】

⇒ 史跡郡里廃寺跡・史跡段の塚穴・坊僧窯跡などの瓦窯等の解説

・郡里廃寺跡周辺の地理的環境

・古代旧美馬郡の様相

・郡里廃寺跡の歴史

・検出遺構と出土遺物

・史跡段の塚穴をはじめとした市内の古墳

…等

【道の駅における展示テーマの例】

⇒ 寺町の歴史文化の解説

・寺町の歴史文化の紹介

・寺町の各種文化財の紹介

・郷土史の学習コーナー

・映像資料の放映

・地形模型展示

…等



◎各種調査

・地形測量

・発掘調査

・石材調査等

◎公有化

⑤整備工事④実施設計③基本設計②整備基本計画①保存活用計画

（整備基本構想

を内包）
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８. 史跡の運営体制の整備

◇ 方向性

・本史跡を適切に保存管理し、活用や整備を円滑に進めていけるよう、担当部署の適正な職員配置や庁内関係各課との連

携強化に努めます。

・文化庁や県教育委員会から適宜指導を受けるとともに、「国史跡郡里廃寺跡整備検討委員会」を定期的に開催し、専門委

員との連携を図ります。

・本史跡と周辺文化財を一体的に保存活用していくために、地域住民や地域団体、教育機関等との連携を図り、協働で取

り組むことができる体制を確立します。

・本史跡の日常的な維持管理は、行政だけでなく、地域住民等の協力も得て進めていきます。

◇ 方法

・本史跡の保存管理・活用・整備は、庁内関係

各課で連携し、情報共有を行いながら進めて

いきます。

・各種整備事業は、事前に「国史跡郡里廃寺跡

整備検討委員会」を開催し、各専門委員の了

承を得たうえで行います。

・文化庁や県等の関係機関との連携を強化し、

適宜協議を行い、指導を受けます。

・地所有者の理解と協力を得て、指定地全体の

整備に向けた指定地内の公有化を進めます。

・本史跡をはじめ、周辺文化財を地域全体で一

体的に保存活用し、後世へと継承していくこ

とができるよう、地域住民や地域団体、教育

機関等との連携を図ります。

・本史跡の日常的な維持管理は、指定管理者制

度を活用し、また地域団体や民間業者への委

託も検討することで、作業の効率化を図りま

す。

９. 施策の実施計画と経過観察

◇ 方向性

・整備事業は、指定地の公有化や追加指定の状況、市道の付替え時期、市の財政状況、各種計画・設計等の策定状況等を考

慮するとともに、地域住民や関係者の理解と協力を得て、段階的に進めていきます。

・整備事業の計画期間を短期、中期、長期に区分し、実施します。

・本計画に基づき事業を確実に実施していくために、史跡の保存状況、整備に向けた各種計画の策定状況、事業の実施と達

成状況、課題等を把握するための定期的な自己点検の実施を行います。自己点検の結果は、その後の事業内容の修正や保

存活用計画等の見直し時に反映を行うよう努めます。

◇ 方法

■Ⅰ期計画で想定される主な事業内容（令和３年度（2021）～令和９年度（2027））

■Ⅱ期計画で想定される主な事業内容（令和 10 年度（2028）以降）

※ 自己点検は５年に１回実施する長期評価と、年１回、年度末に実施する短期評価を行います。

運営体制

整備工事までのプロセス

・整備基本計画、基本設計、実施設計の策定

・必要に応じた発掘調査

・指定地の地形測量

・民有地の公有化

・地形造成・雨水排水

・史跡名称碑の移設

・境界標の設置

・説明板、解説板、名称板等の設置

・寺域内の整備

・園路、寺域外広場の整備

・ガイダンス施設の設置（美馬市立郷土博物館の改修）

・パンフレットの作成、情報発信

・市道の付替・廃道に向けた関係機関や地域住民との協議・手続

・ガイダンス施設での展示

・情報発信

・保存活用計画の見直しと修正


